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く
ら
し
改
善
と
切
実
な
職
場
要
求
を
実
現
し

よ
う
と
、
３
回
に
わ
た
っ
て
配
置
さ
れ
た
統
一

交
渉
ゾ
ー
ン
の
と
り
く
み
で
、
各
単
組
は
、
住

宅
手
当
の
持
ち
家
分
の
廃
止
・
引
き
下
げ
の
見

送
り
や
、
地
域
手
当
の
削
減
提
案
の
見
送
り
な

ど
の
回
答
を
引
き
出
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

重
点
要
求
の
前
進
に
む
け
、
ね
ば
り
強
い
と
り

く
み
が
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
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削削
減減
幅幅
のの
圧圧
縮縮
やや

単単
組組
課課
題題
でで
前前
進進

今
月
２
日
か
ら
２０
日
ま
で
と

り
く
ま
れ
た
３
回
の
交
渉
ゾ
ー

ン
で
は
、
人
事
院
勧
告
の
不
当

な
削
減
や
不
利
益
遡
及
を
は
ね

返
す
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん

が
、
給
与
削
減
幅
の
圧
縮
や
単

組
課
題
で
の
前
進
回
答
を
引
き

出
し
ま
し
た
。

名
古
屋
ブ
ロ
ッ
ク
の
各
単
組

で
は
、
大
幅
な
削
減
勧
告
を
押

し
つ
け
る
市
側
に
対
し
て
、
給

料
表
の
削
減
幅
の
圧
縮
と
遡
及

額
の
減
額
、
住
居
手
当
の
世
帯

主
の
存
続
な
ど
、
回
答
を
引
き

出
し
ま
し
た
。
学
事
労
で
は
、

給
料
表
・
一
時
金
と
も
国
に
準

じ
た
改
定
は
余
儀
な
く
さ
れ
た

も
の
の
、現
在
行
わ
れ
て
い
る
、

賃
金
カ
ッ
ト
・
給
与
抑
制
総
額

を
超
え
な
い
と
り
あ
つ
か
い
を

確
認
、
給
料
抑
制
の
圧
縮
と
、

一
時
金
の
抑
制
を
解
除
さ
せ
る

回
答
を
引
き
出
し
ま
し
た
。

ま
た
、豊
橋
市
職
労
で
は「
調

整
率
」（
引
き
下
げ
改
定
率
）

を
、
国
を
下
回
る
０
・
２２
％
に

す
る
回
答
を
引
き
出
し
ま
し

た
。
新
城
市
職
労
で
は
、
一
時

金
の
期
末
手
当
の
３
％
カ
ッ
ト

に
つ
い
て
、
１２
月
の
一
時
金
は

行
わ
な
い
と
の
回
答
を
引
き
出

し
ま
し
た
。

住住
宅宅
持持
ちち
家家
分分
のの

廃廃
止止
見見
送送
りり
広広
がが
るる

住
宅
手
当
の
持
ち
家
分
廃
止

の
攻
撃
に
対
し
て
は
、
学
事
労

は
「
現
行
７
５
０
０
円
を
７
２

０
０
円
（
０９
年
１２
月
１
日
実

施
）、
１０
年
４
月
１
日
廃
止
」

と
す
る
県
の
提
案
を
、「
１０
年

４
月
か
ら
の
廃
止
に
つ
い
て

は
、
別
途
話
し
合
い
た
い
」
と

し
て
、
継
続
協
議
に
さ
せ
ま
し

た
。
ま
た
、
西
尾
、
碧
南
、
知

立
、
豊
橋
、
半
田
、
武
豊
、
幸

田
、
一
宮
市
職
労
な
ど
の
各
単

組
で
は
、
現
行
ど
お
り
、
ま
た

は
引
き
下
げ
は
す
る
が
存
続
の

回
答
を
引
き
出
し
、
新
城
市
職

労
で
は
、
年
度
内
は
現
行
ど
お

り
支
給
と
さ
せ
ま
し
た
。

地
域
手
当
で
は
、
知
立
、
西

尾
、
北
名
古
屋
の
各
単
組
で
１１

月
議
会
条
例
提
案
は
行
わ
な

い
、
碧
南
市
職
も
継
続
協
議
と

さ
せ
、
半
田
市
職
で
は
看
護
師

を
現
行
の
ま
ま
８
％
、
そ
の
他

は
６
％
、
長
久
手
町
職
労
も
国

基
準
を
超
え
る
６
％
の
回
答
を

引
き
出
し
ま
し
た
。

昇昇
格格
制制
度度
のの
改改
善善
やや

人人
員員
拡拡
大大
なな
どど
もも

単
組
課
題
の
と
り
く
み
で

は
、
名
古
屋
の
各
単
組
で
年
齢

別
最
低
保
障
給
の
改
善
、
豊
橋

市
職
労
で
は
４
級
昇
格
、
５
級

昇
格
制
度
の
改
善
の
回
答
を
引

き
出
し
て
い
ま
す
。
新
城
市
職

労
で
４０
〜
５５
歳
の
ラ
ス
の
落
ち

込
み
に
対
し
て
改
善
を
検
討
、

岩
倉
市
職
で
は
、
給
与
制
度
の

改
善
の
回
答
を
引
き
出
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
豊
橋
市
職
労

は
年
末
年
始
の
時
間
外
割
増
率

の
改
善
と
エ
コ
通
勤
手
当
の
導

入
、
半
田
市
職
で
も
年
末
年
始

の
見
直
し
・
廃
止
案
を
押
し
返

し
ま
し
た
。
瀬
戸
市
職
労
で
、

人
間
ド
ッ
グ
の
対
象
者
拡
大
を

回
答
し
、
岩
倉
市
職
で
は
、
保

育
士
の
採
用
枠
拡
大
を
引
き
出

し
ま
し
た
。

時
間
短
縮
で
は
、
学
事
労
・

武
豊
町
職
労
が
１
月
実
施
、
碧

南
、
半
田
、
西
尾
の
各
単
組
が

４
月
実
施
と
し
ま
し
た
。

臨臨
職職
のの
夏夏
休休
みみ
やや

忌忌
引引
休休
暇暇
新新
設設
へへ

非
正
規
職
員
の
処
遇
改
善
で

は
、
名
古
屋
の
各
単
組
が
嘱
託

職
員
の
産
休
な
ど
の
付
与
、
豊

橋
市
職
労
で
は
嘱
託
・
臨
時
な

ど
の
夏
期
休
暇
を
２
日
付
与
・

ド
ナ
ー
休
暇
・
子
の
看
護
休
暇

を
付
与
、
ま
た
は
有
給
化
を
引

き
出
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
知

立
や
碧
南
の
各
単
組
で
、
忌
引

き
休
暇
を
４
月
実
施
の
方
向
で

検
討
、
新
城
市
職
労
も
新
設
す

る
と
の
回
答
を
引
き
出
し
ま
し

た
。各

単
組
は
、
こ
の
到
達
点
を

踏
ま
え
、
職
場
要
求
実
現
な
ど

求
め
、
ね
ば
り
強
い
た
た
か
い

を
継
続
し
て
い
ま
す
。

１１・１８地域総行動 in みなと総行動

１１
月
１８
日
、
全
国
で
地
域
総

行
動
が
と
り
く
ま
れ
ま
し
た
。

名
古
屋
市
港
区
で
は
、「
雇
用
・

く
ら
し
を
守
れ
！
」「
生
活
で

き
る
賃
金
を
！
」
と
、
み
ん
な

の
願
い
を
ひ
と
つ
に
し
て
要
求

を
前
進
さ
せ
よ
う
と
「
み
な
と

総
行
動
」
が
と
り
く
ま
れ
ま
し

た
。公

務
員
賃
金
引
き
下
げ
反
対

の
申
し
入
れ
行
動
で
は
、
民
間

労
組
か
ら
「
公
務
・
名
古
屋
港

管
理
組
合
の
賃
金
が
下
が
れ

ば
、
名
古
屋
港
で
働
く
民
間
労

働
者
に
も
影
響
し
て
く
る
。
名

古
屋
港
を
良
く
し
た
く
て
も
、

い
い
仕
事
が
で
き
な
い
。
賃
金

引
き
上
げ
に
む
け
管
理
組
合
と

し
て
努
力
し
て
ほ
し
い
」
と
訴

え
ま
し
た
。
管
理
組
合
は
「
努

力
は
し
て
い
く
。
民
間
の
み
な

さ
ん
と
も
協
力
し
て
、
よ
り
良

い
名
古
屋
港
に
し
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

㊤
春
日
井
市
職
労
㊦
学
事
労
㊨
長
久

手
町
職
労
の
各
決
起
集
会
の
も
よ
う

県県本本部部第第��回回中中央央委委員員会会
と き １２月１８日�～１９日�
ばしょ 蒲郡・西浦温泉
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介介護護職職員員のの処処遇遇改改善善交交付付金金
申申請請案案内内をを全全ててのの法法人人にに送送るる
自治体キャラバンに県が回答

社
会
保
障
施
策
の
充
実
を
求

め
て
懇
談
・
要
請
す
る
キ
ャ
ラ

バ
ン
実
行
委
員
会（
自
治
労
連
・

愛
知
社
保
協
な
ど
）
が
、
１２
日

愛
知
県
と
懇
談
し
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
「
介
護
職
員
処

遇
改
善
交
付
金
」
に
つ
い
て
、

愛
知
で
は
ど
れ
く
ら
い
の
申
請

が
あ
っ
た
の
か
、
ま
た
、
１
０

０
％
活
用
す
る
た
め
に
県
と
し

て
ど
う
Ｐ
Ｒ
す
る
の
か
と
い
う

質
問
に
、
県
は
「
１０
月
末
現
在

で
７０
％
の
申
請
が
あ
っ
た
。
申

請
し
て
い
な
い
全
て
の
法
人
に

案
内
を
送
る
」
と
し
ま
し
た
。

通
院
の
医
療
費
無
料
を
中
学

校
卒
業
ま
で
求
め
る
と
、
県
は

「
Ｈ
１９
年
度
に
県
と
市
町
村
で

あ
り
方
を
検
討
し
拡
大
し
て
き

た
。
当
面
は
現
制
度

で
円
滑
に
す
す
め
て

い
き
た
い
」
と
し
ま

し
た
。

ま
た
、
前
日
に
行

わ
れ
た
名
古
屋
市
と

の
懇
談
で
は
、
国
民

健
康
保
険
証
が
、
中

学
生
以
下
の
子
ど
も

の
い
る
世
帯
は
、
資

格
証
明
書
交
付
対
象

で
あ
っ
て
も
６
ヶ
月

の
短
期
保
険
証
が
交

付
さ
れ
ま
す
。
し
か

し
短
期
保
険
証
交
付

世
帯
は
対
象
外
の
た
め
、
市
は

そ
れ
よ
り
も
短
い
期
間
の
保
険

証
し
か
交
付
し
て
い
ま
せ
ん
。

参
加
者
か
ら
「
歯
科
診
療
所
に

有
効
期
間
が
１
日
の
保
険
証
を

持
っ
て
受
診
に
き
た
子
ど
も
が

い
た
と
い
う
。
そ
の
後
通
院
せ

ず
治
療
は
中
断
し
た
ま
ま
。
子

ど
も
の
病
気
が
１
日
で
完
治
す

る
わ
け
な
い
。
少
な
く
と
も
６

ヶ
月
の
保
険
証
を
交
付
す
る
べ

き
だ
」
と
訴
え
ま
し
た
。
市
側

は
「
有
効
期
間
が
１
日
と
い
う

ケ
ー
ス
は
実
際
に
あ
る
」
と
事

実
関
係
の
み
認
め
ま
し
た
。

マ
ク
ド
ナ
ル
ド
の
店
長
等
、

「
管
理
職
」
で
あ
る
こ
と
を
理

由
に
残
業
代
が
不
払
い
に
な
っ

た
こ
と
が
問
題
と
な
り
ま
し
た

が
、
こ
の
よ
う
な
問
題
は
公
務

職
場
に
も
あ
り
ま
す
。
稲
沢
消

防
の「
名
ば
か
り
管
理
職
」が
、

時
間
外
勤
務
手
当
・
深
夜
割
増

手
当
・
休
日
勤
務
手
当
の
支
給

を
求
め
て
争
わ
れ
て
い
た
事
件

の
控
訴
審
判
決
が
、
１１
月
１１
日

に
名
古
屋
高
裁
で
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
内
容
に
つ
い
て
、
原

告
代
理
人
の
福
井
悦
子
弁
護
士

に
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
裁
判
は
、
稲
沢
市
の
消

防
職
員
中
の
「
管
理
職
」
５
人

が
、
時
間
外
手
当
・
休
日
手
当

等
の
支
払
い
を
求
め
て
い
た
も

の
で
、
第
１
審
判
決
で
は
、
稲

沢
市
が
主
張
し
て
い
た「
主
幹
・

副
主
幹
は
条
例
上
の
管
理
監
督

職
員
に
あ
た
る
」と
の
主
張
や
、

「
主
幹
・
副
主
幹
は
労
働
基
準

法
上
の
管
理
監
督
者
の
地
位
に

あ
た
る
」
と
の
主
張
お
よ
び
、

「
管
理
職
手
当
の
中
に
時
間
外

手
当
が
含
ま
れ
て
い
る
」
の
主

張
を
退
け
ま
し
た
。
し
か
し
、

夜
間
勤
務
手
当
の
支
給
に
つ
い

て
は
、
管
理
職
手
当
の
中
に
含

ま
れ
て
い
る
と
し
て
、
原
告
の

主
張
を
認
め
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
稲
沢
市
が
控
訴

し
、
原
告
ら
が
休
日
勤
務
手
当

と
請
求
の
対
象
期
間
を
拡
張
す

る
付
帯
控
訴
し
て
い
た
も
の
で

す
。
１１
日
の
判
決
で
は
、
稲
沢

市
の
控
訴
を
棄
却
し
、
１
審
同

様
に
「
管
理
職
に
は
あ
た
ら
な

い
」
と
認
定
し
、
ま
た
深
夜
勤

務
手
当
に
つ
い
て
も
「
管
理
職

手
当
で
弁
済
し
た
と
は
い
え
な

い
」
と
し
て
支
払
を
命
じ
る
な

ど
、
原
告
の
主
張
を
基
本
的
に

す
べ
て
認
容
し
ま
し
た
。（
一

部
時
効
に
よ
り
棄
却
）。
愛
知

県
内
に
は
、
稲
沢
消
防
と
同
じ

よ
う
な
「
名
ば
か
り
管
理
職
」

を
作
っ
て
い
る
自
治
体
が
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
、
こ
れ

ら
の
自
治
体
の
対
応
を
注
目
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�
名名
ばば
かか
りり
管管
理理
職職
��
にに
判判
決決

稲稲
沢沢
消消
防防
のの
時時
間間
外外
不不
支支
給給
でで

福井悦子弁護士

公
務
員
賃
金
改
善
、
公
務
・

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
、
く
ら

し
と
い
の
ち
を
守
る
諸
要
求
実

現
を
求
め
て
、
全
労
連
と
国
民

春
闘
共
闘
は
１１
月
１８
日
、「
０９

秋
年
闘
争
要
求
実
現
１１
・
１８
中

央
総
決
起
集
会
」
を
東
京
・
日

比
谷
野
外
音
楽
堂
で
開
催
し
ま

し
た
。

中
央
総
決
起
集
会
に
つ
づ
き

省
庁
前
要
求
行
動
、
国
会
請
願

デ
モ
と
「
労
働
者
派
遣
法
の
抜

本
改
正
」
を
求
め
、
国
会
議
員

要
請
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

総
務
省
前
で
の
自
治
労
連
独

自
行
動
で
は
、
知
立
市
職
労
の

岡
田
美
穂
子
さ
ん
が
決
意
表
明

（
写
真
）を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

要要
求求
実実
現現
へへ
中中
央央
総総
決決
起起
集集
会会

年始・年末の旅行に
自治労連共済の
行事スポット共済

消
防
ネ
ッ
ト
の
学
習
会
で
も
勝

利
判
決
の
報
告
が
さ
れ
た

������愛
労
連

年末祭労労働働組組合合
役役職職員員セセミミナナーー １２月１３日� 全館無料開放

すすいいととんん

体体 験験

１１：３０～

年年末末

ババザザーー

１１：３０～

ピピアアノノ

ココンンササーートト

１０：３０～

―問い合わせ―

ピースあいち

０５２―６０２―４２２２
★日程（開講日）
初回 １２月１９日�１４時～１７時

１～６月 毎月第４�
★会場
１２月１９日 名古屋国際会議場

２３１会議室
左
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ

ル
を
解
き
、
解
答
お
よ
び
名

前
・
組
合
名
・
職
場
を
ハ
ガ

キ
に
書
い
て
送
っ
て
く
だ
さ

い
。
抽
選
で
１０
名
に
図
書
カ

ー
ド（
１
０
０
０
円
分
）を
贈

呈
し
ま
す
。

〒
４
６
２
�
０
８
４
５

名
古
屋
市
北
区
柳
原
３
丁
目

７
�
８

自
治
労
連
愛
知
県

本
部
教
宣
部

締
め
切
り
は

１２
月
２８
日
必
着
。
ハ
ガ
キ
に

必
ず
近
況
や
職
場
で
の
話

題
、「
あ
い
ち
の
仲
間
」
の

感
想
や
載
せ
て
ほ
し
い
話
な

ど
、書
き
添
え
て
く
だ
さ
い
。

９
９
２
号
の
答
え
は
「
イ
ワ

シ
グ
モ
」
で
し
た
。
４６
通
の
応

募
が
あ
り
全
員
が
正
解
で
し

た
。
以
下
の
方
に
図
書
カ
ー
ド

を
送
り
ま
す
。

各
務

芳
巳（
名
古
屋
市
職
労
）

�
橋

幸
代（
港
職
労
）

北
川

吉
男（
名
水
労
）

森
岡
八
千
代（
学
事
労
）

石
原

裕
美（
瀬
戸
市
職
労
）

鈴
木

美
枝（
豊
橋
市
職
労
）

神
谷

和
宏（
豊
橋
市
職
労
）

竹
内

直
美（
半
田
市
職
）

三
浦

英
美（
蒲
郡
市
職
）

小
林

祐
子（
西
尾
市
職
）

クク
イイ
ズズ
のの当当

選選
者者

１～６月 労働会館本館

労働組合の 再発見

受講者大募集�

魅力
チカラ


